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高温(1000 ℃超), 可燃性ガス(メタン, 水素)下で成長するグラフェンの形状を，空間時間分解能 1 - 2 µm, 1 frame/s で観測可能な“熱放射光学顕微

鏡” (Radiation-mode optical microscope, Rad-OM) を開発した1,2)．図1に示すように，Cu 基板上のグラフェンの反射像を観測すると両者のコン

トラストは小さいが，熱放射光のみを観察すると熱放射率の差 (graphite 0.8, Cu 0.03) を反映してコントラストが付く．図2はグラフェン成長時に

間欠的に光を当て，熱放射像と反射像を

交互に撮影したもので，放射像では白く

見えるグラフェンが時間とともに拡大

していく様子が見られる．一方，反射像

は Cu 基板の表面形態のみが観察され

変化がない．様々な成長条件下，リアル

タイムでグラフェン成長を観察した画

像の解析からグラフェン成長機構の考

察が可能になった1-3)． 
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図 2．Cu 基板上でのグラフェン成長中の動画から切り出した写真．(a)-(c) 
熱放射像，(d)-(f) 反射像．メタン供給開始後 570, 580 秒 (a,b)，915, 925
秒 (c,d)，1215, 1225 秒 (e,f)．白線: 50 µm． 

図 1．Cu, graphene からの

熱放射光（左）と反射光（右）．

矢印の太さは光量を表す． 
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